

























三陸の海における生業が、貢納関係によって陸の権力によって担保され、三陸の人々が水主として海上労働にも参加していることからも、 海と陸の関係は、 生業の場所とそれを担保する権力との相補関係に置き換えられる。 しかし、海の場所性には汎権力性やマージナルな側面もあり、それは三陸の海という地理に限定されるものではない。海は航路の開拓によって陸 の交易や通商関係ができ、そこから海と陸とを結ぶ交通が成立したが、航路から外れた場所、つまり陸に連続しない海は、依然として境界的な空間としてあり、こ 空間を偶発的 も横断したのが、航路から外れた漂流民である。江戸時代の漂流民に三陸出身者が多く含ま ていた も、三陸の海を生業場所としていたからこそ起こり得た。その記録は前稿で紹介したとおり ある。
　
前稿で論じたように、三陸出身の漂流民が大陸に渡り現地の人と交流した記録は、庶民の一経験ではあるが、海
外の情報源にもなり得 し、現地の文化や風習を日本 三陸にもたらせた れ は漂流 いう偶発的な出来事であっても、陸の政治権力を主体とする歴史の次元 異なる地方からの国際関係であった。海をつ じた三陸はもちろん政治的窓口となるような直接的な では かったが、幕府との関係を飛び越え別次元の歴史と関わる性や突発性を有す場所であった。問題は それを常態としてきた三陸の場所性、海との関係が における三陸の場所性をどのように培ったのか、とい 点である。
本稿では前稿に引き続き、漂流民がも らせた海と の関係に着目する。まず、海からみた三陸の場所を世界史























































のちに井上靖『おろしや国酔夢譚』 （ 刊『文藝春秋』に一九六六年～六八年連載、のち単行本として刊行）として時代小説化 た漂流民であり、漂流や漂流民の経験は、後世、少なくとも小説というメディアによっ 新たな表象を獲得したといえる。過去の歴史的出来事が一つ フィクション 表象化される点に関しては、別 考察の機会を期したい。このように、近世におけ 漂流の問題は外交に関わる存在であったが、彼ら個人の体験は、過去の歴史的体現者としてフィクション、ノンフィクションを越える存在であったといえるのではないか。
本稿で紹介する「逆さ世界図」は、漂流という一つの出来事によって新たに海と陸の関係が提示された地図と言















































14）、 日本側による支配域が紅色で示されていたことになる。一方、 現在の沖縄（ 「逆さ世界図」では「琉
球」 ） 、朝鮮半島（ 「朝鮮国」 ） 、北海道
（
15）（ 「毛人国」 「アツケシ」 「ソウヤ」 ） 、現在のロシアサハリン州（ 「唐太嶋」 ） 、




政策を採用し、 オランダ、 中国以外の国との通商・外交を閉ざしていたなか、 朝鮮国、













検使と同行し東日本 風習や生活など記 た紀行文 『東遊雑記』 （一七八八年成立） を著した人物でもある。 古松軒は、「幸太夫才アル者ニテ莫斯哥亜魯斎亜ノ地図人物言語風俗マテモ筆記シテ公儀へ呈上ス。コレニヨリ北方異国唐太嶋ヨリ東方ニ連ル嶋々迄始めて分明セリ」 （二九一頁）と、大黒屋光太夫によって千島列島海域の島嶼の存在を幕府が認知したことを記していた。新たな地理の発見 その場所に対する新たな領有意識の生成は表裏関係にあるといえ、本来の場所の意味から新たに領土をめぐる国際関係を登 させる場所につ がった。
さて、以下では、 「逆さ世界図」を作製したロシア側の地理認識について考察を進めたい。本地図には極東地域
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一方の日本で写された「魯齋亜本領全図」では「松前」 「蝦夷」 「ヱトルク」 （択捉）を紅色で塗り、中国大陸は





（ 『北槎聞略』 ） 、 横山はこれらの地図をαとβ型に分類している。α型は、 サハリン島と松前 （エゾ） と称された島 （北海道）の二島が描 れたものとする α型の発展系として β型は、サハリン島、カラフト島 独立した二島のほか、エゾや松前と称される北海道が描かれ など、さまざまな島のパターンが描か ているものとした。
これらα型とβ型の朝鮮半島からアムール川（黒竜江）までの海岸の地形は、一七二一年頃に康煕帝からロシア




描いた構図があるという。これに従えば「ロシア帝国全図」は、 「く」の字のサハリン（ 「サガリン」 ）と「Ｙ」の字のカラフト島（ 「蝦夷」 ） 、松前（北海道）が別々に描かれたβ型地図に分類される。結局、文化八年（一八一一） 、間宮林蔵（一七八〇～一八四四）らのカラフト調査によって、二州が砂州で連続していたことが確認された。
本稿で紹介した「逆さ世界図」ではカラフトは「奥ヱソ」と称すとされ、サハリンの地名は登場せず、地形の構
図もα型とβ型に正確には当てはまらない 「逆さ地図」は寛政四年（一七九二）に日本使節 ラクスマンが伴った漂流民が伝えたも の写である 、ロシアのピョートル帝に康煕帝の地図が伝えられたのは一七二一年頃であるため、ラクスマンをはじめとするロシア側がもっていた情報を正確に踏まえた であれば、 「ロシア帝国全図」と同様の地形が描かれていてもおかしくはない。しかし、 本地図が全く異なる「逆さ」の構図をしているという点、本地図はラクスマンではなく漂流民 光太夫ら 持ち帰ったという点を考えると、この「逆さ世界図」は、ロシア側から正式に伝えられた地図というより、磯吉ら漂流民がロシア滞在中 現地で収集し 情報の地図であると推測される。また、地図に表された情報から、カムチャツカ半島か 北海道周辺地域の交通を目的として作製さ考えら
したがって、ロシア側が有した極東地域における地理情報としてレザノフが将来した「ロシア帝国全図」および





































一、地図の色分けによる地域や地名には現在と異なる場合があるが、原図表記に従った。一、地図原本には、現在とは異なる 表記が幾つかみられる 原図表記に従った。一、 【翻刻表】 項目は「場所」 「 （カタカナ・漢字） 」 「図中説明」とし、 【図版】の原図の文字冒頭部分に記号（平





～ん、 イ～ヲ）を付し、 原図の部分図版 【図版１】ロシア１―列島、 ロシア１―Ａ、 【図版２】ロシア１―Ｂ、 【図版３】ロシア１―Ｃ、ロシア１ Ｄ 域）に示した。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鮎澤信太郎ａ 幕末ロシア使節の将来した地図とその日本へ 影響」 （ 『開国百年記念明治文化史論集』乾元社、









































































































































プションに「プチヤーチン將來 ロシヤ製ロシア國圖、筆者藏」 される。しかし本文では、日本で され レザノフ将来の古地図の原図に銅版製 本図を位置づけており、正しくは「プチヤーチン」ではなく「レザノフ」の誤りである。前掲註３ｂ論文の同図版に 「レザノフ使節が持って来 ロシア国図」 （七六頁） とある。また 『横浜市立大学鮎澤信太郎文庫目録』 （前掲註
22書）の当該解説には「鮎沢先生によって発見された文化元（一八〇四）
年ロシア使節レザノフ将来のロシア銅版図。 「魯西亜國全圖并譯圖三張」と筆書きの 古めかしい木箱（木釘使用）に未完成の譯図と共に収められる（譯 書かれた 名は殆どがロシア語の音訳） 」 一四〇頁）と紹介される。前掲註３ｃ書 なかで鮎澤は、安政元年（一八五四 にプチャーチンが将来した世界図は、ロシア図ではなく世界図であり、 イギリス版の航海図であったとする。来日時に安政の大地震が起き、 プチャーチンの軍艦ディアナ号が大破した際、 「所持有之候絵図面潮抜方我国之者え被相頼候処、右絵図にも矢 カラフト半島に而我国
176
之色分に相成居候（以下略） 」とあり、武田簡吾が地図の修理を依頼された際に写し取ったとし、この武田簡吾による「輿地航海図」の原本となる地図がプチャーチン将来 世界図であるという（同論文、 四三三～四三八頁） 。本地図に関しては、鮎澤のほか船越昭越（前掲
23書） 、吉田厚子「近世の北方情報と地理学の発達」 （ 『近世日本
の海外情報』岩田書院 一九九七） 、秋月俊幸（前掲
23書） 、横山伊徳「江戸期における北方空間認識と外国資料」
（石上英一編『日本の時代史
30　
歴史と素材』吉川弘文館、二〇〇四）など参照。
（
26）
ただし、 「
М
А
Т
М
А
Й
」と記された北海道地域は北半分以下が省略されており、同場所に「島」を意味する
「
О
стров 」 （オーストラフ）と続いて書かれていない。当時、サハリン島とカラフト島が異なる二島として考えら
れていたため、本地図の松前（現在の北海道）を島として認識されていなかった可能性がある。
（
27）
横山伊徳（前掲註
25論文、一七九～一八六頁）参照。
（
28）
土肥恒之『ピョートル大帝とその時代
　
サンクト・ペテルブルグ誕生』 （中央公論社、一九九二）など参照。
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